
福島の農業の未来を語るシンポジウム

震災や原発事故により、甚大な影響を受けている福島県。
8月に策定された「福島県復興ビジョン」のもと、
今後の農業を担う学生や消費者、生産者等
「ふくしま」に心を寄せる人々が交流を図り、

福島県の農業の未来を語り合うシンポジウムを開催します。  

“信頼の絆づくり～ふくしま対話”

● 住所：福島市公会堂・福島市中央学習センター
　　　　 福島県福島市松木町 1番 7号（両施設とも同一敷地内にあります）
● アクセス：徒歩／福島駅より徒歩 15分
　 　　　　　バス／福島交通バス「新浜公園」停留所より徒歩５分、
     　　　　または、「豊田町」停留所より徒歩５分

注：両会場とも、駐車スペースに限りがございますので、公共交通機関をご利用ください。　　　　　

　　福島駅前からバスをご利用の方は、福島交通バス「市内循環ももりん１コース」で「新浜公園」下車が便利です。  

（※）開始・終了時間は各セッションにより異なりますので、詳しくは裏面のプログラムをご参照ください。

主催:
福島県

日時：平成23年

会場：第1部 【シンポジウム】 福島市公会堂 13：00～14：30
            第2部 【セッション】 福島市中央学習センター 14：45～17：30（※）　

11月5日（土）11月5日（土）

後援 ：     福島民報社、福島民友新聞株式会社、ＮＨＫ福島放送局、福島テレビ、株式会社福島中央テレビ、
　　　　株式会社福島放送、株式会社テレビユー福島、株式会社ラジオ福島、ふくしまＦＭ、
　　　　福島コミュニティー放送ＦＭポコ、株式会社福島リビング新聞社
事務局 ：「福島の農業の未来を語るシンポジウム」事務局

人類史上経験のないような東日本大震災、東京電力福島原子力発電所の事故により、福島県
の農業は、甚大な影響を受けつづけています。
それは、生産者だけでなく、流通、消費などすべての分野に及ぶ、誰にとっても「自分ごと」としての
現実です。
今回のシンポジウムは、生産の現場から消費まで、農産物に関わる人々の連携、協力により
「ふくしまによせる力」を結集し、「新生ふくしま」への一歩を踏み出すことを目指しています。
地元のチカラを信頼に変え、「農業の再生」ひいては「ふるさと再生」のために、私たちは、何に、
どのように取り組めばよいのか？これが今回のシンポジウムのテーマです。
福島の未来から日本の未来へ。信頼の絆づくりを語り合いましょう。
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www.fukushima-taiwa.jp

参加無料

「福島県復興ビジョン」
基本理念

・原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会づくり
・ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力を結集した復興
・ 誇りあるふるさと再生の実現

ふくしまの未来を語ろう
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門間敏幸氏
東京農業大学教授
復興プロジェクトリーダー

元木寛氏
有限会社とまとランドいわき
専務取締役

株式会社いちい   代表取締役社長

伊藤信弘氏

見城美枝子氏
福島県しゃくなげ大使
青森大学教授

村松真貴子氏
元NHKキャスター
エッセイスト

第1部【シンポジウム】
ふくしまの新しい農と食にむけて、生産、流通、消費、
どのような信頼の絆づくりが可能なのか話し合います。

■企画協力：東京農業大学 / 種まき大作戦実行委員会（ビデオメッセージ）

第2部【セッション】  テーマごとに❶～❺の分科会を実施します。

〈申込み〉

● テーマ  信頼の絆づくり～ふくしま対話

時間／会場 13：00～14：30（福島市公会堂）

● 内容 

本シンポジウムは、第１部【シンポジウム】と第２部【セッション】の２部構成です。
第１部に引き続き、第２部では❶～❺のご関心のあるテーマにご参加下さい。

福島の農業の未来を語るシンポジウム  プログラム概要 
ふくしま対話

時間／会場 14：45～15：45（福島市公会堂）

❶ 対話集会  【先着 100 名】A
● テーマ  「信頼の絆づくり」を語り合う

時間／会場 15：00～17：00（福島市公会堂前１５：００出発）

❺ 農村訪問  【先着 20 名】C
● テーマ  「福島」の現状を見て考える

時間／会場 15：00～17：30（福島市中央学習センター）

テーマにもとづく３つの視点から「福島の農業の未来へ」
企画会議を開催します。

ふくしまへの信頼をどのように再構築していくか？、情報発信のシステムや
新しい認証制度など、新生ふくしまに向けたブランド構築のための企画会議。
進行：中西紹一氏（コミュニケーション戦略開発プランナー）

新生ふくしまの復興に向けて、従来の枠組みを超えた、県内外の人々との
ネットワークづくりをどう築いていくのか？、新たな連携に関わる企画会議。
進行：広瀬敏通氏（NPO法人日本エコツーリズムセンター）

新生ふくしまの農業復興に向けた、農業経営のシステムや、生産者と
消費者が絆づくりのための新しい取組みを考える企画会議。
進行：門間敏幸氏（東京農業大学）

福島市公会堂を出発し、福島市内の農産物直売所や観光農園を訪問する
ツアー（福島駅着）。

❷～❹ 企画会議  【先着40名×３テーマ】B
● テーマ  「信頼の絆づくり」をカタチにする

❷ : 企画会議「新たなブランド価値づくり」

❸ :企画会議「新たな連携づくり」

❹ :企画会議「新たな農業再生に向けて」

・福島県知事あいさつ

・来賓あいさつ 

・パネル・ディスカッション

下記の必要事項を記入の上、Ｅメールか、ファックスでお申し込み下さい 

お問合せ・申込みは：「福島の農業の未来を語るシンポジウム」事務局宛 ※このたびご登録いただいた個人情報は、主催者により、本シンポジウムのご案内のみに使用し、
　第三者への譲渡・転売は行いません。

「福島の農業の未来を語るシンポジウム」事務局    www.fukushima-taiwa.jp

Eメール      entry@fukushima-taiwa.jp FAX       03-5563-8927
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第2部【セッション】 ❶ : 対話集会

❷ : 企画会議

❸ : 企画会議

❹ : 企画会議

❺ : 農村訪問

□

□

□

□

満 席

※第2部【セッション】は開催時間が
    重複するため、❶～❺より1つを
    お選びいただき、
　参加希望の項目（□）に　　を入
　れてください。

シンポジウム後、シンポジウムテーマを引き継いで、参加者が壇上にあがり、
皆が、身近な活動としてどのような関わりをもち、信頼を築いていくのか、
パネリスト見城美枝子氏、村松真貴子氏等とともに話し合います。


